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－《学ぶ +できる》の共起関係の出現度が 17 回で最
も多く、その他《わかる》《知る+できる》《興味》《見
る》などのノードが集まった、【テーマの学び】クラ
スターである。具体的には「自分の興味のあるテーマ
図 3．アクティブ・ラーニングの感想
図 2．実習全体の感想
図 4．単語頻度分析
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であるためより主体的に学ぶことができた」「自ら関
心のあるテーマを設け、積極的にインタビューを実施
し学びを深めることができた」といった内容である。
《インタビュー》を中心にしたことばネットワーク
のクラスター Bは、《インタビュー》－《実施》の共
起関係の出現度が 6回で、その他《質問》《良い》《気
になる》《積極的》《事前学習》《新人看護師》《師長》
などのノードが集まった、【インタビューの学び】ク
ラスターである。具体的には「グループで決定したテー
マについてインタビューから情報を得て、考察し解決
することができた」「師長や新人看護師へのインタ
ビューから実際が理解できた」といった内容である。
《学び》を中心にしたことばネットワークのクラス
ター Cは、《学び》－《深める +できる》の共起関係
の出現度が 6回で、その他《できる》《得る+できる》
《共有》《関心》《意見》などのノードが集まった、【AL
の学び】クラスターである。具体的には「事前学習の
内容と関連付けて質問することでより深い学びにつな
げることができた」「グループ内での情報を共有しテー
マについて学びを深めることができた」といった内容
である。
クラスターDと Eについては、少数ではあるがマ
ネジメント実習そのものの学びを中心にしたクラス
ターで、《現場》《働く》《自分》《イメージ》などのノー
ドが集まった、【現場の学び】クラスターである。具
体的には「自分の将来をよりクリアにイメージできた」
「新人看護師として働くイメージが他のグループ発表
からすることができた」「4月から働いていくうえで
不安なことを払拭することができた」といった内容で
ある。
図 5．ことばネットワーク分析
看護マネジメント実習にアクティブ・ラーニングを取り入れた効果
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Ⅳ．考察
本学 4年生のマネジメント実習において、関心のあ
るテーマについてグループで事前学習、臨地実習、事
後学習を行うALを取り入れた結果、すべての学生は
有意義であると感じ、目標到達度も高かった。テキス
トマイニングの単語頻度分析では、《できる》《わかる》
《積極的》《主体的》《学び》《深める》といった単語が
多く抽出され、能動的な学習が促進されたと思われた。
さらに、ことばネットワーク分析では、【テーマの学び】
【インタビューの学び】【AL の学び】【現場の学び】
といった学びの内容が明らかになった。
本実習では、3年次に学んだ「看護マネジメント論」
で学んだ理論や概念、モデルを臨地実習の経験と統合
することで看護の総合的な実践能力を高めることを目
的としている。緒方は 13）、能動的学修行動を引き出す
ためには、学生が知識を組み立て、発見し、変形して
広げ、さらに学生が、意欲的に自らの知識を構成する
ことが必要であると述べている。したがって、学生の
関心のあるテーマでのALが学生の能動的な行動を促
進したといえる。さらに、学生は、ALを通して、自
分が選んだテーマだけではなく、各グループが発表し
た看護マネジメントに関する専門的な知識を深めるこ
とができていたことが示唆された。
ALの協同学習の基本要素のひとつに、学習活動の
改善のための建設的な評価が求められる 14）。奥山ら
は 5）、老年看護学実習にグループワークとプレゼン
テーションを導入したALにより、【知識の獲得と新
たな発見】【効果的なプレゼンテーション技法と学習
の深まり】【回復期リハビリテーションにおける看護
実践の方法と看護職の役割の理解】【目標達成に向け
たチーム作り】【学習の楽しさと学習の動機づけ】が
できたことを報告している。本実習において、学生か
らはプレゼンテーションに関する記述は抽出されず、
学生個人の自己評価のとどまってしまっていると推測
された。今後は、ALのグループ学習の質を高めるた
めに、自他の学習活動の評価についても取り入れるこ
とが必要であると考える。
本実習においては、ALにより「関心のあるテーマ
の解決に向け、自律的に実習できる」という目標と、「組
織における看護管理者の役割を知る」「組織における
リーダーシップの重要性を理解する」「病棟における
マネジメントの内容と重要性について理解する」「病
棟における多職種連携と看護の役割を知る」の 4つの
目標を掲げている。『保健師看護師助産師指定規則』
における「看護の統合と実践（4単位）」では、チー
ム医療および他職種との協働の中で、看護師としてメ
ンバーシップおよびリーダーシップを理解する内容と
すること、看護マネジメントできる基礎能力を養うこ
とが明記されている。小野らは 7）、看護管理実習は臨
床実践能力の習得、看護マネジメントできる基礎能力
の育成につながっており、学生の理解度として医療
チーム、安全管理、人材確保と育成の内容が高かった
と述べている。西尾らも 15）、講義と 2日間の短い見学
実習という内容の看護管理実習であっても、看護管理
の意義や重要性を学ぶことができ、学生が専門職を目
指すための方向性に影響をおよぼす意義があると述べ
ている。
本実習の目標は、『保健師看護師助産師指定規則』
が求める内容に準拠しており、短期間の実習でも、
ALを導入することで看護管理の意義について目標達
成は可能であったと考える。しかし、学生たちが関心
を持ったテーマは、新人看護師に関することに偏りが
あったことは否めない。目前に就職を控えた学生に
とって、身近なテーマに関心が偏ることは想像に難く
ない。しかしながら、臨床現場において新人看護師に
対する様々なサポート体制があることを知ることで、
不安の解消や、新人看護師に起こりがちなリアリティ
ショックを乗り越える知識と実践力を身につけること
につながるのではないかと考える。
実習評価については、実習目標それぞれについて学
生の自己評価と教員評価により、A指導を受けて目標
を達成できた～D指導を受けても目標を達成できな
かった、の 4段階としている。近年、看護実践能力を
評価する方法としてパフォーマンス評価が注目されて
いる。パフォーマンス評価とは、知識やスキルを単に
暗記・再生するだけでなく、リアルな状況において活
用・応用・総合する力を評価するもので 16）、2017 年
学習指導要領改訂にあたって、ALの視点からの授業
の改善を図り、パフォーマンス評価などを取り入れて
バランスの取れた学習評価を行うことが推奨されてい
る 17）。
今後は、マネジメント実習の目標に準拠した学習活
動に対応したルーブリックを作成し、学生自身が実習
目標に向かって自己活用しながら主体的・自立的に学
ぶために活用することが必要であると考える。
Ⅴ．まとめ
本学 4年生のマネジメント実習において、関心のあ
るテーマについてグループで事前学習、臨地実習、事
後学習を行うALを取り入れた結果、すべての学生は
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有意義であると感じ、目標到達度も高かった。テキス
トマイニングの単語頻度分析では、《できる》《わかる》
《積極的》《主体的》《学び》《深める》といった単語が
多く抽出され、能動的な学習が促進されたと思われた。
さらに、ことばネットワーク分析では、【テーマの学び】
【インタビューの学び】【AL の学び】【現場の学び】
といった学びの内容が明らかになった。
ALを取り入れた看護マネジメント実習は、自分が
選んだテーマの学びのみならず、各グループが発表し
た看護マネジメントに関する専門的な知識も深めるこ
とができていたことが示唆された。さらに、学生が選
定したテーマは臨床現場の新人看護師に関することが
多く、就職後に直ぐに役立つ自己管理や安全管理、新
人看護師に対する様々なサポート体制の実際であっ
た。これらの学びは、学生の不安の解消や、新人看護
師に起こりがちなリアリティショックを乗り越える知
識と実践力を身につけることにつながるのではないか
と考える。
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